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整備効果（超過洪水時）
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中上流・下流 降雨量

の破堤条件

被害額（億円） 左上：中上流、右下：下流

●整備途上の段階において、超過洪水に関しても上下流バランスが確保されている。
・超過洪水に関しても、下流は中上流に比べて相対的に安全である。
・整備前後で超過洪水の規模が相当程度大きくなれば必ず下流においても被害が発生すること
になるが、そのときの発生頻度は極めて小さい。

昭和28年台風13号型の降雨パターン
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●上流のダム整備は、一定レベルまでの超過洪水に関して被害を軽減させる効果がある。

上流の洪水調節施設による流量低減によって上下流バランスを確保しながら、中上流の改修を実施する。

昭和28年台風13号型の降雨パターン

大戸川ダムは昭和５７年台風１０号型、川上ダムは昭和４７年台風２０号型の降雨パターンの計画規模の降雨で洪水調節容量を
全て使いきることになるが、３３の降雨パターンのうち他の降雨パターンの計画規模の降雨については余力を残している。

検討ケース及び前提条件

※淀川本川、支川ごとに３ケースの水位縦断、HWL、堤防天端高（右岸、左岸）を現況、整備後それぞれ１枚の
グラフに整理
※主要地点毎の横断図に３洪水分の水位、HWLを記載

検討ケース

◇昭和２８年台風１３号（５３１３）洪水降雨（枚方：２４ｈ）をもとに、規模を変化させ

１．５倍、２．０倍、２．５倍降雨に対する水位縦断図を作成

◇施設状況 現況、整備後（２ケース）

計算条件

◇淀川については、中上流は水位がHWL又は現況堤防高－余裕高の低い方に

達した時点で破堤、下流は堤防高を超過した場合は越水するという条件で洪水

規模に応じた氾濫解析を実施し、不定流計算により流量と水位を算出。
◇宇治川、木津川、桂川については、中上流は水位がHWL又は現況堤防高－余
裕高の低い方に達した時点で破堤するという条件で、氾濫被害を算出している
が、この場合の水位縦断図をそのまま記述すると氾濫によって低下した水位を
表現することとになる。ここでは、堤防高を超過した場合は越水するという条件で
洪水規模に応じた氾濫解析を実施し、不定流計算により流量と水位を算出。
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淀川水位縦断図（現況河道）
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【検討ケース】

・5313型降雨×1.5倍、×2.0倍、×2.5倍
【計算条件】
・既設洪水調節施設（現行操作・現行容量）
・現況河道

【破堤条件】

・中上流部：水位がHWL又は現況堤防高－

余裕高の低い方に達した時点で破堤

・下流部：越水のみ

現況堤防高（左岸）

現況堤防高（右岸）

計画高水位

計算水位（現状）×1.50倍

計算水位（現状）×2.00倍

計算水位 (現状）×2.50倍

※P.11のハイドログラフを参照
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宇治川水位縦断図（現況河道）

【検討ケース】

・5313型降雨×1.5倍、×2.0倍、×2.5倍
【計算条件】
・既設洪水調節施設（現行操作・現行容量）
・現況河道【破堤条件】

・越水のみ

現況堤防高（左岸）

現況堤防高（右岸）

計画高水位

計算水位（現状）×1.50倍

計算水位（現状）×2.00倍

計算水位 (現状）×2.50倍
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木津川水位縦断図（現況河道）

【検討ケース】

・5313型降雨×1.5倍、×2.0倍、×2.5倍
【計算条件】
・既設洪水調節施設（現行操作・現行容量）
・現況河道【破堤条件】

・越水のみ

現況堤防高（左岸）

現況堤防高（右岸）

計画高水位

計算水位（現状）×1.50倍

計算水位（現状）×2.00倍

計算水位 (現状）×2.50倍

桂川水位縦断図（現況河道）
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現況堤防高（左岸）

現況堤防高（右岸）

計画高水位

計算水位（現状）×1.50倍

計算水位（現状）×2.00倍

計算水位 (現状）×2.50倍

【検討ケース】

・5313型降雨×1.5倍、×2.0倍、×2.5倍
【計算条件】
・既設洪水調節施設（現行操作・現行容量）
・現況河道

【破堤条件】

・越水のみ
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淀川水位縦断図（整備後）

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

0.0k 1.0k 2.0k 3.0k 4.0k 5.0k 6.0k 7.0k 8.0k 9.0k 10.0k 11.0k 12.0k 13.0k 14.0k 15.0k 16.0k 17.0k 18.0k 19.0k 20.0k 21.0k 22.0k 23.0k 24.0k 25.0k 26.0k 27.0k 28.0k 29.0k 30.0k 31.0k 32.0k 33.0k 34.0k距離標

標高（O.P.m）

 

 

 

 

 

 

現況堤防高（左岸）

現況堤防高（右岸）

計画高水位

計算水位（整備後）×1.50倍

計算水位（整備後）×2.00倍

計算水位 (整備後）×2.50倍

【検討ケース】

・5313型降雨×1.5倍、×2.0倍、×2.5倍
【計算条件】
・既設洪水調節施設（現行操作・現行容量）
・天ヶ瀬再開発（1140m3/s一定放流 ２次調節400m3/s）、
大戸川ダム整備、川上ダム整備
・河道改修
桂川中上流地区、大下津地区、塔の島地区、
名張川地区、上野地区

【破堤条件】

・中上流部：水位がHWL又は現況堤防高－

余裕高の低い方に達した時点で破堤

・下流部：越水のみ

※P.11のハイドログラフを参照
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宇治川水位縦断図（整備後）

現況堤防高（左岸）

現況堤防高（右岸）

計画高水位

計算水位（整備後）×1.50倍

計算水位（整備後）×2.00倍

計算水位 (整備後）×2.50倍

【検討ケース】

・5313型降雨×1.5倍、×2.0倍、×2.5倍
【計算条件】
・既設洪水調節施設（現行操作・現行容量）
・天ヶ瀬再開発（1140m3/s一定放流 ２次調節400m3/s）、
大戸川ダム整備、川上ダム整備
・河道改修
桂川中上流地区、大下津地区、塔の島地区、
名張川地区、上野地区

【破堤条件】

・越水のみ
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木津川水位縦断図（整備後）

現況堤防高（左岸）

現況堤防高（右岸）

計画高水位

計算水位（整備後）×1.50倍

計算水位（整備後）×2.00倍

計算水位 (整備後）×2.50倍

【検討ケース】

・5313型降雨×1.5倍、×2.0倍、×2.5倍
【計算条件】
・既設洪水調節施設（現行操作・現行容量）
・天ヶ瀬再開発（1140m3/s一定放流 ２次調節400m3/s）、
大戸川ダム整備、川上ダム整備
・河道改修
桂川中上流地区、大下津地区、塔の島地区、
名張川地区、上野地区

【破堤条件】

・越水のみ

桂川水位縦断図（整備後）
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現況堤防高（左岸）

現況堤防高（右岸）

計画高水位

計算水位（整備後）×1.50倍

計算水位（整備後）×2.00倍

計算水位 (整備後）×2.50倍

【検討ケース】

・5313型降雨×1.5倍、×2.0倍、×2.5倍
【計算条件】
・既設洪水調節施設（現行操作・現行容量）
・天ヶ瀬再開発（1140m3/s一定放流 ２次調節400m3/s）、
大戸川ダム整備、川上ダム整備
・河道改修
桂川中上流地区、大下津地区、塔の島地区、
名張川地区、上野地区

【破堤条件】

・越水のみ
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▽ 1324
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凡例 現状河道 整備後 ×1.5 ×2.0 ×2.5 HWL

枚方地点における水位（現況河道）
（O.P.m） 26.0km

【検討ケース】

・5313型降雨×1.5倍、×2.0倍、×2.5倍
【計算条件】
・既設洪水調節施設（現行操作・現行容量）
・現況河道

【破堤条件】

・中上流部：水位がHWL又は現況堤防高－

余裕高の低い方に達した時点で破堤

・下流部：越水のみ
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宇治地点における水位（現況河道）
50.4km
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凡例 現状河道 整備後 ×1.5 ×2.0 ×2.5 HWL

【検討ケース】

・5313型降雨×1.5倍、×2.0倍、×2.5倍
【計算条件】
・既設洪水調節施設（現行操作・現行容量）
・現況河道
【破堤条件】

・越水のみ
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加茂地点における水位（現況河道）
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30.6km

凡例 現状河道 整備後 ×1.5 ×2.0 ×2.5 HWL

【検討ケース】

・5313型降雨×1.5倍、×2.0倍、×2.5倍
【計算条件】
・既設洪水調節施設（現行操作・現行容量）
・現況河道

【破堤条件】

・越水のみ
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5.0km

凡例 現状河道 整備後 ×1.5 ×2.0 ×2.5 HWL

【検討ケース】

・5313型降雨×1.5倍、×2.0倍、×2.5倍
【計算条件】
・既設洪水調節施設（現行操作・現行容量）
・現況河道

【破堤条件】

・越水のみ
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枚方地点における水位（整備後）
（O.P m） 26.0km

凡例 現状河道 整備後 ×1.5 ×2.0 ×2.5 HWL

【検討ケース】

・5313型降雨×1.5倍、×2.0倍、×2.5倍
【計算条件】
・既設洪水調節施設（現行操作・現行容量）
・天ヶ瀬再開発（1140m3/s一定放流 ２次調節400m3/s）、
大戸川ダム整備、川上ダム整備
・河道改修
桂川中上流地区、大下津地区、塔の島地区、
名張川地区、上野地区

【破堤条件】

・中上流部：水位がHWL又は現況堤防高－

余裕高の低い方に達した時点で破堤

・下流部：越水のみ
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宇治地点における水位（整備後）

50.4km（O.P m）

凡例 現状河道 整備後 ×1.5 ×2.0 ×2.5 HWL

【検討ケース】

・5313型降雨×1.5倍、×2.0倍、×2.5倍
【計算条件】
・既設洪水調節施設（現行操作・現行容量）
・天ヶ瀬再開発（1140m3/s一定放流 ２次調節400m3/s）、
大戸川ダム整備、川上ダム整備
・河道改修
桂川中上流地区、大下津地区、塔の島地区、
名張川地区、上野地区

【破堤条件】

・越水のみ
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▽ 4392
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加茂地点における水位（整備後）

（T.P.m）

30.6km

凡例 現状河道 整備後 ×1.5 ×2.0 ×2.5 HWL

【検討ケース】

・5313型降雨×1.5倍、×2.0倍、×2.5倍
【計算条件】
・既設洪水調節施設（現行操作・現行容量）
・天ヶ瀬再開発（1140m3/s一定放流 ２次調節400m3/s）、
大戸川ダム整備、川上ダム整備
・河道改修
桂川中上流地区、大下津地区、塔の島地区、
名張川地区、上野地区

【破堤条件】

・越水のみ
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羽束師地点における水位（整備後）
（O P m） 5.0km

凡例 現状河道 整備後 ×1.5 ×2.0 ×2.5 HWL

【検討ケース】

・5313型降雨×1.5倍、×2.0倍、×2.5倍
【計算条件】
・既設洪水調節施設（現行操作・現行容量）
・天ヶ瀬再開発（1140m3/s一定放流 ２次調節400m3/s）、
大戸川ダム整備、川上ダム整備
・河道改修
桂川中上流地区、大下津地区、
塔の島地区、名張川地区、上野地区

【破堤条件】

・越水のみ
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